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　毎日、新聞で、人工知能という言葉を見かける時代となり
ました。私も、コンサルティング業務やセミナー講演におい
て、人工知能について解説したり、デモをしたり、あるいは、ア
ライアンスのマッチングの研究に、今後、人工知能を利用し
ていくことを検討したりしています。

　人工知能（Artificial Intelligence）という言葉は、アメ
リカのジョン・マッカーシー（John McCarthy, 1927年9月4日 
～2011年10月24日。マービン・ミンスキーとならぶ初期の人工
知能研究の第一人者）が、1956年のダートマス会議のため
に出した提案書で初めて使用されました。このことは、先
日、前・慶應義塾長の安西祐一郎先生（現在、日本学術振
興会・理事長、中央教育審議会・会長）の文化功労者顕彰
のお祝い会に参加させていただいた際に、安西先生（認知
科学(cognitive science)がご専門）にお聞きしました。“情報
処理心理学”という言葉も候補になっていたようです。

　今年3月に、Googleが、ディープ・マインド（イギリス）を買収
して作った“アルファ碁”が、囲碁の世界チャンピオンに勝った
というニュースも、注目を集めました。囲碁は、将棋やチェス

と違って、空いているスペースに入れるため、パターン分析に
おいて、難易度が高いため、人工知能が勝つのは10年先と
考えられていましたが、人工知能の発展スピードが速まっ
たと言えます。ちなみに、人工知能がチェスに勝ったの
は、1997年、将棋は、2013年です。

　同じく、3月には、星新一さんを記念したSFの文学賞の一
次審査を、人工知能が書いた小説が通過した！という
ニュースもありました。ただ、8割は人間の手によるものです。
人工知能は、過去のデータを分析することは得意ですが、
まったく新しく物事を創造することが苦手ですので、小説を
書くというのは、人工知能にとっては、最も難しい領域と言え
ます。

　皆さん、よくご存じのプロジェク
トとしては、“ロボットは東大に入れ
るか”の「東ロボ・プロジェクト」が
ありますね。国立情報学研究所教
授の新井紀子さんが進めているも
のですが、東大にはまだ合格でき
るレベルにはなっていませんが、
MARCH（明治・青学・立教・中央・
法政）レベルには合格可能となって

います。このことは何を意味するかと言えば、私立文系の最
も多いゾーンのレベルのことは、人工知能ができるように
なっている！ということです。

　オックスフォード大学の研究チーム
の報告書でも、人工知能の発達で、
“なくなる職業”のランキングが、多数
出ていますね！皆さんも、ご覧になった
ことがあるのではないかと思います。
文系がちがちの雑誌と思われる中央
公論も、この4月号のテーマは、「人工
知能は仕事を奪うのか」でした。
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